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【注意】 解答用紙はすべて指定された解答欄に記入してください。 

 

問１ 次の文章は，平成29年度６人制競技規則のうち「第１編 試合」の中の「第１章 施設と用具」

について述べております。文章の中にある No.（  ） に当てはまる語句を（Ａ．Ｂ．Ｃ）の中

から選んで，いずれかを記入してください。 

競技エリアは，コートとフリーゾーンを含む。長方形で、左右対称でなければならない。 

コートは１（ Ａ．16ｍ×８ｍ Ｂ．18ｍ×９ｍ Ｃ．21ｍ×10.5ｍ ）の長方形で，最小限     

２（ Ａ．３ｍ Ｂ．４ｍ Ｃ．５ｍ ）の幅のフリーゾーンで囲まれている。フリープレー空間

は，障害物が何もない競技エリアの上方の空間で，競技をする表面から，最小限３（ Ａ．６ｍ     

Ｂ．７ｍ  Ｃ．８ｍ ）の高さがなければならない。 

ＦＩＶＢ世界・公式大会では，フリーゾーンの幅はサイドラインから４（ Ａ．３ｍ Ｂ．４ｍ 

Ｃ．５ｍ ），エンドラインから５（ Ａ．５ｍ Ｂ．6.5ｍ Ｃ．８ｍ ）なければならない。フ

リープレー空間は競技エリアの表面から最小限６（ Ａ．10ｍ Ｂ．12.5ｍ Ｃ．15ｍ ）の高さ

が必要である。 

すべてのラインは幅７（ Ａ．３cm Ｂ．４cm Ｃ．５cm ）である。それらは明るい色で，フ

ロアおよび他のラインと異なる色でなければならない。 

コートは，２本のサイドラインと２本のエンドラインにより区画される。２本のサイドライン，

エンドラインとも，コートの８（ Ａ．内側 Ｂ．外側 Ｃ．中央 ）に引かれる。 

コートは，センターラインの幅の中心により，９×９ｍのコートに２等分され，センターライン

は両コートに等しく属する。ラインは，ネットの真下に，サイドラインからサイドラインまで引か

れる。 

アタックラインは，それぞれのコートに，そのライン幅の後端がセンターラインの幅の中心から 

９（ Ａ．１ｍ Ｂ．２ｍ Ｃ．３ｍ ）となるように引かれる。アタックラインによりフロント

ゾーンが区画される。 

“監督制限ライン”（アタックラインからエンドラインまでの長さで，サイドラインと10（ Ａ．

1.5ｍ Ｂ．1.75ｍ Ｃ．２ｍ ）の間隔で平行に引かれる破線）は，長さ11（ Ａ．15cm Ｂ．

20cm Ｃ．25cm ）の短いラインを12（ Ａ．15cm Ｂ．20cm Ｃ．25cm ）間隔で引かれ，監督

の活動エリアが制限される。 

サービスゾーンは，それぞれのエンドラインの後方に位置する９ｍの幅を持つゾーンである。サ

イドラインの延長線上に，エンドラインの後方13（ Ａ．20cm Ｂ．25cm Ｃ．30cm ）に，   

14（ Ａ．10 cm Ｂ．12 cm Ｃ．15 cm ）の長さで引く２本の短いラインにより両端を区画す

る。両方の短いラインは，サービスゾーンの幅に含まれる。 



ＦＩＶＢ世界・公式大会では，ウォームアップエリアがそれぞれのベンチ側フリーゾーンの外側

のコーナーに，約15（ Ａ．1.5ｍ×1.5ｍ Ｂ．３ｍ×３ｍ Ｃ．4.5ｍ×4.5ｍ ）の広さで設け

られる。 

ペナルティエリアは，それぞれのエンドライン延長線上の外側でコントロールエリア内に約   

16（ Ａ．0.5ｍ×0.5ｍ Ｂ．１ｍ×１ｍ Ｃ．1.5ｍ×1.5ｍ ）の広さで，17（ Ａ．１脚   

Ｂ．２脚 Ｃ．３脚 ）の椅子を用意し設けられる。ペナルティエリアは５cm幅の赤いラインで区

画される。 

最低気温は，18（ Ａ．10℃ Ｂ．12℃ Ｃ．14℃ ）（５０Ｆ）を下回ってはならない。 

ＦＩＶＢ世界・公式大会では，最高気温は19（ Ａ．25℃ Ｂ．28℃ Ｃ．30℃ ）（７７Ｆ）を

上回ってはならない。また，最低気温は20（ Ａ．14℃ Ｂ．15℃ Ｃ．16℃ ）（６１Ｆ）を下回

ってはならない。 

ネットはセンターラインの上に垂直に設置し，上端の高さは男子21（ Ａ．2.30ｍ Ｂ．2.38ｍ   

Ｃ．2.43ｍ ），女子22（ Ａ．2.20ｍ Ｂ．2.24ｍ Ｃ．2.30ｍ ）である。 

ネットの高さは，コートの中央部で測定する。両サイドライン上のネットの高さは，完全に同じ

高さで，規定の高さから23（ Ａ．２cm Ｂ．３cm Ｃ．４cm ）を超えてはならない。 

アンテナは長さ24（ Ａ．1.6ｍ Ｂ．1.7ｍ Ｃ．1.8ｍ ），直径25（ Ａ．10mm Ｂ．12mm      

Ｃ．15mm ）の弾性のある棒で，ファイバーグラスまたは類似の素材で作られている。 

アンテナは，両サイドバンドの外側の縁にしっかりと取り付けられる。２本のアンテナは，それ

ぞれ反対のネット面に設置される。 

アンテナの上部26（ Ａ．40cm Ｂ．60cm Ｃ．80cm ）はネット上方に伸び，この部分には対

象的な色で，できれば赤と白で27（ Ａ．10cm Ｂ．20cm Ｃ．30cm ）ごとのストライプを付け

る。 

ボールは球状で，ゴムまたはその類似材質の内袋を持つ，柔らかい皮革あるいは合成皮革で作ら

れたものでなければならない。 

※ ボールの規格 

円 周：28（ Ａ．63～65cm  Ｂ．65～67cm  Ｃ．67～69cm ） 

重 さ：29（ Ａ．260～280ｇ  Ｂ．280～300ｇ  Ｃ．300～320ｇ ） 

内気圧：30（ Ａ．0.30～0.315kg/c㎡ Ｂ．0.30～0.320 kg/c㎡ Ｃ．0.30～0.325 kg/c㎡ ） 

 

 

 

 



問２ 平成29年度６人制競技規則「第１編 試合」の中の「第４章 プレーの動作」及び「第６章 

リベロ」について述べております。次の文章の中の，  部分について，正しいものには○，誤っ

ているものには×を記入してください。 

（１）ボールは，主審に許可されたサービスが打たれた時点で，インプレーとなる。 

（２）ボールは，身体のどの部分で触れてもよい。 

（３）相手チームのプレーを妨害しない時でも，選手は相手フリーゾーンに侵入してはいけない。 

（４）ブロックでは，相手チームのアタックヒットの前または最中にそのプレーを妨害しない限り，

ブロッカーはネットを越えてボールに触れることができる。 

（５）サービスとは，バックライトの選手がサービスゾーンに位置し，ボールをインプレーの状態に

する行為である。 

（６）サーバーは，主審がサービスのホイッスルをした後，５秒以内にボールをヒットしなくてはな

らない。 

（７）サービスとブロックを除き，ボールを相手チームに送るすべての動作は，アタックヒットとみ

なされる。 

（８）バックプレーヤーは，フロントゾーンでは，どの高さでもアタックヒットを完了することがで

きる。 

（９）各チームは，記録用紙の選手リストの中から守備専門の選手であるリベロを２人まで指名する

ことができる。 

（10）リベロがブロックを完了した場合は反則になるが，ブロックの試みだけの場合，反則にはなら

ない。 

 

 

問３ 次の文章は，平成29年度６人制競技規則「第２編 審判員とその責務および公式ハンドシグナ

ル」の中の「主審および副審の責務」に関するものです。主審の責務であれば「Ａ」を，副審の責

務であれば「Ｂ」を，両方の責務であれば「ＡＢ」を記入してください。 

（１）相手コートおよびネット下方の空間へ侵入したとき。 

（２）ネットの上方の反則と，主としてアタッカー側のタッチネットの反則。 

（３）バックプレーヤーがブロックの完了をしたとき，またはリベロがブロックの試みをしたとき。

または，バックプレーヤーやリベロのアタックヒットの反則のとき。 

（４）ボールがフロアに触れて，主審がその接触を確認できないとき。 

（５）サービスボールや３回目のヒットされたボールが主審側のアンテナ上方や外側を通過したと

き。 

（６）レシービングチームのポジションの反則のとき。 

（７）サーバーおよびスクリーンを含むサービングチームのポジションの反則。 

（８）主としてブロッカー側のタッチネットの反則と，選手が副審側のアンテナに触れたとき。 

（９）自チームのフロントゾーン内にいるリベロが指を使ったオーバーハンドでパスを上げたボール

を，他の選手がネット上端より高い位置でアタックヒットを完了したときの反則。 

（10）ボールをプレーするときの反則。 



 問４ 次の文章は平成29年度９人制の競技規則について述べたものです。  の部分について，正し

いものには○，誤っているものには×を書いてください。 

（１）チームは，９人の選手および６人以内の交代選手で構成する。チーム役員として監督，コー

チ，トレーナー，マネージャー各１人を置くことができる。 

（２）両チームの先発選手は，試合（セット）開始前，サービス順にエンドラインに整列する。 

（３）第２（第３）セットは，前セットの最後のサーバーの，相手チームの次の順にある選手のサー

ビスで開始する。 

（４）最終（第３）セットでは，いずれかのチームが13点を先取したときにコートを交替し，直ちに

試合を再開する。 

（５）セット間の中断の時間は，２分間とする。この間，選手はコートから離れ，チームベンチ近く

にいなければならない。ただし，他の試合の妨げとならない限り，エンドライン後方のフリーゾ

ーンで，ボールを使用してウォームアップをすることができる。 

（６）セット終了時にベンチにいた選手は，誰とでも交代して，次のセットの先発選手となることが

できる。この交代は，選手交代の回数には含まれない。 

（７）サービスは，主審のサービス許可の吹笛後，８秒以内に行わなければならない。サービスは，

一度失敗しても，もう一度だけ行うことができる。 

（８）両チームの選手が同時に反則をしたときは，ダブルファウルであり，不法な行為による場合を

除き，ノーカウントとする。試合は同じサーバーの第２サービスで再開する。 

（９）選手がプレーしたボールがネットにかかった場合でも，同一選手が続けて３回プレーしたとき

は，ドリブルの反則となる。 

（10）ブロックした選手は，そのボールを続けてプレーすることができる。この場合のボールへの接

触回数は１回となる。 

 

問５ 次の表は９人制のコートの広さとネットの高さをまとめたものです。表の中にある ①から⑤

について，当てはまるものを（Ａ．Ｂ．Ｃ）の中から選んで，いずれかを記入してください。 

コートの広さ                  ネットの高さ 

種   別 長 さ 幅  種   別 高 さ 

男 子 一 般 

① 

Ａ．20ｍ 

Ｂ．21ｍ 

Ｃ．22ｍ 

１０．５ｍ  男 子 一 般 

③ 

Ａ．2.38ｍ 

Ｂ．2.40ｍ 

Ｃ．2.43ｍ 

女 子 
一 般・ 

家庭婦人 
１８ｍ 

② 

Ａ． ９ｍ 

Ｂ． 10ｍ 

Ｃ．10.5ｍ 

 

女 子 

一 般 

④ 

Ａ．2.05ｍ 

Ｂ．2.10ｍ 

Ｃ．2.15ｍ 

 家庭婦人 

⑤ 

Ａ．2.00ｍ 

Ｂ．2.05ｍ 

Ｃ．2.10ｍ 



平成29年度 宮城県バレーボール協会公認審判員資格認定審査会 

筆 記 試 験 解 答 用 紙 

 

所属  氏名  

 
 

問１〈30問〉 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

          

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

          

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

          

 

問２〈10問〉 

（１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （10） 

          

 

問３〈10問〉 

（１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （10） 

          

 

問４〈10問〉 

（１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （10） 

          

 

問５〈５問〉 

（１） （２） （３） （４） （５） 

     

 



平成29年度 宮城県バレーボール協会公認審判員資格認定審査会 

筆 記 試 験 解 答 用 紙 

 

所属  氏名 模 範 解 答 

 
 

問１〈30 問〉 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

Ｂ Ａ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ Ａ Ｃ Ｂ 

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

Ａ Ｂ Ａ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｃ 

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

Ｃ Ｂ Ａ Ｃ Ａ Ｃ Ａ Ｂ Ａ Ｃ 

 

問２〈10 問〉 

（１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （10） 

○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × 

 

問３〈10 問〉 

（１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （10） 

Ｂ Ａ ＡＢ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ 
Ａ 

（AB 可） 
Ａ 

 

問４〈10 問〉 

（１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （10） 

× ○ ○ × × ○ ○ × ○ × 

 

問５〈５問〉 

（１） （２） （３） （４） （５） 

Ｂ Ａ Ａ Ｃ Ｂ 

 


